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メニューの構成

ライセンス確認画面  起動時メニュー -> メインメニュー

「場所的修正」の格差を比準表により計算する場合に、

比準表を作成します。

比準表の作成手順は「相続プロ２０１４」と同様です。

標準地や比準表を、

他の評価員との間でデータ授受をします(精通プロ間のみ)

④ 本年意見価格の登録・最終調整、場所的
修正をします。一覧表には「主要標準地」の
み表示されます。主要標準地毎に「枝の標準

地」格差を入力して下さい。

意見価格の桁数設定

比準価格と標準価格の比率を一括セットします

メインメニューからは、

該当文字をダブルクリックすることで

該当の作業域の画面に移行します

①～⑦の順に作業してください。

②は省略できますが、

②→③と処理すると効率的です。

②③ 本年価格水準の一括セット：先に、
公示地・基準地・鑑定地をセットし、参照して

いる標準地には一括で同じ変動率をセットす

ることができます。

① 標準地の登録： エクセルから標準地情
報を登録します。エクセルにない利用者の氏
名商号や、比準するための、幅員、駅距離等
を入力する場合には、ここから入力します。標
準地の一覧画面には｢主要標準地｣に加え、
「枝の標準地」も表示されます。

⑤価格一覧表、ランキングチェックにより査定
結果をチェックします。

⑥ 提出する公式の様式で印刷します。

⑦提出用エクセルデータを戻します。
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